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目

次

令和年月日 木曜日 第号官 報

〔
省

令
〕

〇
独
立
行
政
法
人
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構

の
産
業
基
盤
整
備
業
務
を
除
く
業
務
に
係

る
業
務
運
営
、
財
務
及
び
会
計
並
び
に
人

事
管
理
に
関
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す

る
省
令
（
経
済
産
業
七
七
）

〔
法
規
的
告
示
〕

〇
障
害
者
福
祉
シ
ス
テ
ム
に
関
し
て
内
閣
総

理
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
機

能
要
件
の
標
準
の
細
目
並
び
に
実
装
区
分

及
び
適
合
基
準
日
並
び
に
帳
票
要
件
の
標

準
の
細
目
並
び
に
実
装
区
分
及
び
適
合
基

準
日
そ
の
他
書
面
の
出
力
に
際
し
必
要
な

事
項
の
一
部
を
改
正
す
る
件

（
内
閣
府
・
厚
生
労
働
八
）

〔
そ
の
他
告
示
〕

〇
特
定
水
産
資
源
（
さ
ん
ま
、
ま
あ
じ
、
ま

い
わ
し
太
平
洋
系
群
、
ま
い
わ
し
対
馬
暖

流
系
群
、
か
た
く
ち
い
わ
し
対
馬
暖
流
系

群
、
う
る
め
い
わ
し
対
馬
暖
流
系
群
、
か

た
く
ち
い
わ
し
太
平
洋
系
群
及
び
ま
だ
い

日
本
海
西
部
・
東
シ
ナ
海
系
群
）
に
関
す

る
令
和
八
管
理
年
度
に
お
け
る
漁
業
法
第

十
五
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
数
量
を
公

表
す
る
件
の
一
部
を
変
更
す
る
件

（
農
林
水
産
一
六
三
〇
）

〇
砂
防
法
第
二
条
の
土
地
を
指
定
す
る
件

（
国
土
交
通
一
三
〇
六
〜
一
三
〇
八
、
一

三
一
三
、
一
三
一
四
）

〇
航
空
交
通
情
報
の
提
供
に
関
す
る
業
務
を

行
う
機
関
の
う
ち
、
航
空
交
通
情
報
圏
の

種
子
島
情
報
圏
、
屋
久
島
情
報
圏
、
喜
界

情
報
圏
、
徳
之
島
情
報
圏
、
沖
永
良
部
情

報
圏
及
び
与
論
情
報
圏
に
係
る
内
容
並
び

に
民
間
訓
練
試
験
空
域
の
Ｋ
Ｓ
11

１
及

び
Ｋ
Ｓ
11

２
に
係
る
内
容
を
変
更
す
る

件
（
同
一
三
〇
九
）

〇
航
空
情
報
を
提
供
す
る
場
所
の
う
ち
、
航

空
情
報
を
口
頭
（
無
線
電
話
に
よ
る
も
の

に
限
る
。）に
よ
り
提
供
す
る
場
所
を
変
更

す
る
件
（
同
一
三
一
〇
）

〇
建
設
業
法
に
基
づ
く
登
録
監
理
技
術
者
講

習
実
施
機
関
の
登
録
事
項
の
変
更
の
届
出

が
あ
っ
た
件
（
同
一
三
一
一
）

〇
登
録
基
幹
技
能
者
講
習
実
施
機
関
の
登
録

事
項
の
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
件

（
同
一
三
一
二
）

〇
旅
行
業
法
の
規
定
に
基
づ
く
登
録
事
項
の

変
更
の
件
（
観
光
庁
一
八
、
一
九
）

〇
都
市
計
画
に
関
す
る
件

（
関
東
地
方
整
備
局
二
三
四
、
二
三
五
）

〇
道
路
に
関
す
る
件

（
中
部
地
方
整
備
局
七
三
、
七
四
）

〇
道
路
に
関
す
る
件

（
九
州
地
方
整
備
局
一
〇
二
、
一
〇
三
）

〔
国
会
事
項
〕

〔
人
事
異
動
〕

法
務
省

会
計
検
査
院

〔
皇
室
事
項
〕

〔
官
庁
報
告
〕

労

働

最
低
賃
金
の
改
正
決
定
に
関
す
る
公
示

（
兵
庫
労
働
局
最
低
賃
金
公
示
六
）

基
本
測
量
関
係
事
項
公
告
（
国
土
交
通
省
）

労
働
保
険
審
査
官
及
び
労
働
保
険
審
査
会
法

第
五
条
の
規
定
に
基
づ
く
関
係
労
働
者
を
代

表
す
る
者
の
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

（
厚
生
労
働
省
）

〔
公

告
〕

諸
事
項

裁
判
所

相
続
、
公
示
催
告
、
失
踪
、
除
権
決
定
、

破
産
、
特
別
清
算
、
再
生
、
所
有
者
不
明

関
係

会
社
そ
の
他





省

令

独
立
行
政
法
人
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
の
産
業
基
盤
整
備
業
務
を
除
く
業
務
に
係
る
業
務
運
営
、
財
務
及
び

会
計
並
び
に
人
事
管
理
に
関
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

独
立
行
政
法
人
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
の
産
業
基
盤
整
備
業
務
を
除
く
業
務
に
係
る
業
務
運
営
、
財
務
及
び
会
計

並
び
に
人
事
管
理
に
関
す
る
省
令
（
平
成
十
六
年
経
済
産
業
省
令
第
七
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す

る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
業
務
方
法
書
の
記
載
事
項
）

（
業
務
方
法
書
の
記
載
事
項
）

第
一
条
の
二

機
構
の
行
う
業
務
に
係
る
通
則
法
第

二
十
八
条
第
二
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
業
務
方

法
書
に
記
載
す
べ
き
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す

る
。

第
一
条
の
二

機
構
の
行
う
業
務
に
係
る
通
則
法
第

二
十
八
条
第
二
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
業
務
方

法
書
に
記
載
す
べ
き
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す

る
。

一
〜
十
八

（
略
）

一
〜
十
八

（
略
）

十
九

機
構
法
第
十
五
条
第
一
項
第
二
十
号
に
規

定
す
る
受
託
中
小
企
業
振
興
法
（
昭
和
四
十
五

年
法
律
第
百
四
十
五
号
）
第
二
十
二
条
及
び
第

二
十
六
条
に
規
定
す
る
業
務
に
関
す
る
事
項

十
九

機
構
法
第
十
五
条
第
一
項
第
二
十
号
に
規

定
す
る
受
託
中
小
企
業
振
興
法
（
昭
和
四
十
五

年
法
律
第
百
四
十
五
号
）
第
二
十
二
条
及
び
第

二
十
五
条
に
規
定
す
る
業
務
に
関
す
る
事
項

二
十
〜
二
十
七

（
略
）

二
十
〜
二
十
七

（
略
）

（
施
行
令
第
三
条
第
一
項
第
一
号
ロ
の
経
済
産
業

省
令
で
定
め
る
基
準
）

（
施
行
令
第
三
条
第
一
項
第
一
号
ロ
の
経
済
産
業

省
令
で
定
め
る
基
準
）

第
二
十
七
条

施
行
令
第
三
条
第
一
項
第
一
号
ロ
の

経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
と
お
り

と
す
る
。

第
二
十
七
条

施
行
令
第
三
条
第
一
項
第
一
号
ロ
の

経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
と
お
り

と
す
る
。

一

受
託
中
小
企
業
振
興
法
第
七
条
第
二
項
に
規

定
す
る
承
認
計
画
（
次
号
及
び
第
三
号
に
お
い

て
単
に
「
承
認
計
画
」
と
い
う
。）に
従
っ
て
共

同
で
事
業
を
行
う
者
の
数
が
四
人
以
上
で
あ
る

こ
と
。

一

下
請
中
小
企
業
振
興
法
（
昭
和
四
十
五
年
法

律
第
百
四
十
五
号
）
第
七
条
第
二
項
に
規
定
す

る
承
認
計
画
（
次
号
及
び
第
三
号
に
お
い
て
単

に
「
承
認
計
画
」
と
い
う
。）に
従
っ
て
共
同
で

事
業
を
行
う
者
の
数
が
四
人
以
上
で
あ
る
こ

と
。

二

受
託
中
小
企
業
振
興
法
第
五
条
第
一
項
に
規

定
す
る
中
小
受
託
事
業
者
等
が
同
項
に
規
定
す

る
団
体
で
あ
る
場
合
に
は
、
承
認
計
画
に
従
っ

て
共
同
で
事
業
を
行
う
者
の
三
分
の
二
以
上
が

当
該
団
体
の
構
成
員
で
あ
る
中
小
受
託
事
業
者

で
あ
る
こ
と
。

二

下
請
中
小
企
業
振
興
法
第
五
条
第
一
項
に
規

定
す
る
下
請
事
業
者
等
が
同
項
に
規
定
す
る
団

体
で
あ
る
場
合
に
は
、
承
認
計
画
に
従
っ
て
共

同
で
事
業
を
行
う
者
の
三
分
の
二
以
上
が
当
該

団
体
の
構
成
員
で
あ
る
下
請
事
業
者
で
あ
る
こ

と
。

三

中
小
受
託
事
業
者
等
が
、
承
認
計
画
に
従
っ

て
共
同
で
振
興
事
業
を
行
う
た
め
に
必
要
な
施

設
を
整
備
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

三

下
請
事
業
者
等
が
、
承
認
計
画
に
従
っ
て
共

同
で
振
興
事
業
を
行
う
た
め
に
必
要
な
施
設
を

整
備
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

四

（
略
）

四

（
略
）

（
施
行
令
第
三
条
第
一
項
第
一
号
ハ
の
経
済
産
業

省
令
で
定
め
る
基
準
）

（
施
行
令
第
三
条
第
一
項
第
一
号
ハ
の
経
済
産
業

省
令
で
定
め
る
基
準
）

第
二
十
七
条
の
二

施
行
令
第
三
条
第
一
項
第
一
号

ハ
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
と

お
り
と
す
る
。

第
二
十
七
条
の
二

施
行
令
第
三
条
第
一
項
第
一
号

ハ
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
と

お
り
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

認
定
総
合
効
率
化
計
画
に
従
っ
て
共
同
で
事

業
を
行
う
者
の
三
分
の
二
以
上
が
物
流
効
率
化

法
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
認
定
総
合
効
率

化
事
業
者
（
物
流
効
率
化
法
第
四
条
第
五
号
に

規
定
す
る
中
小
企
業
者
で
あ
る
も
の
に
限
る
。

以
下
「
認
定
中
小
総
合
効
率
化
事
業
者
」
と
い

う
。）で
あ
る
こ
と
。

二

認
定
総
合
効
率
化
計
画
に
従
っ
て
共
同
で
事

業
を
行
う
者
の
三
分
の
二
以
上
が
物
流
効
率
化

法
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
認
定
総
合
効
率

化
事
業
者
（
物
流
効
率
化
法
第
四
条
第
十
七
号

に
規
定
す
る
中
小
企
業
者
で
あ
る
も
の
に
限

る
。
以
下
「
認
定
中
小
総
合
効
率
化
事
業
者
」

と
い
う
。）で
あ
る
こ
と
。

三
・
四

（
略
）

三
・
四

（
略
）

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
十
七
条
の
二
の
改
正
規
定
は
、
物
資
の
流
通
の
効
率
化

に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
令
和
八
年
十
一
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

法

規

的

告

示

令和年月日 木曜日 第号官 報

〇
内

閣

府

厚
生
労
働
省
告
示
第
八
号

地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
標
準
化
対
象
事
務
を
定
め
る

政
令
に
規
定
す
る
デ
ジ
タ
ル
庁
令
・
総
務
省
令
で
定
め
る
事
務
を
定
め
る
命
令
第
十
二
条
各
号
に
規
定
す
る
事
務
の
処

理
に
係
る
シ
ス
テ
ム
に
必
要
と
さ
れ
る
機
能
等
に
関
す
る
標
準
化
基
準
を
定
め
る
命
令
（
令
和
八
年
内
閣
府
・
厚
生
労

働
省
令
第
十
六
号
）
第
四
条
及
び
第
五
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
障
害
者
福
祉
シ
ス
テ
ム
に
関
し
て
内
閣
総
理
大
臣
及
び

厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
機
能
要
件
の
標
準
の
細
目
並
び
に
実
装
区
分
及
び
適
合
基
準
日
並
び
に
帳
票
要
件
の
標
準
の

細
目
並
び
に
実
装
区
分
及
び
適
合
基
準
日
そ
の
他
書
面
の
出
力
に
際
し
必
要
な
事
項
（
令
和
八
年
内
閣
府
・
厚
生
労
働

省
告
示
第
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
八
年
十
月
二
十
九
日

内
閣
総
理
大
臣

高
市

早
苗

厚
生
労
働
大
臣

上
野
賢
一
郎

別
表
第
一
及
び
別
表
第
三
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（「
次
の
よ
う
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
厚
生
労
働
省
社
会
・
援
護
局
障
害
保
健
福
祉
部
企
画
課
に
備
え
置

い
て
縦
覧
に
供
す
る
と
と
も
に
、
厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
。）

〇
経
済
産
業
省
令
第
七
十
七
号

下
請
代
金
支
払
遅
延
等
防
止
法
及
び
下
請
中
小
企
業
振
興
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
七
年
法
律
第
四
十
一

号
）
及
び
物
資
の
流
通
の
効
率
化
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
八
年
法
律
第
二
十
一
号
）
の
施
行

に
伴
い
、
並
び
に
独
立
行
政
法
人
通
則
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
三
号
）
第
二
十
八
条
第
二
項
及
び
独
立
行
政
法
人

中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
法
施
行
令
（
平
成
十
六
年
政
令
第
百
八
十
二
号
）
第
三
条
第
一
項
第
一
号
ロ
及
び
ハ
の
規
定

に
基
づ
き
、
独
立
行
政
法
人
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
の
産
業
基
盤
整
備
業
務
を
除
く
業
務
に
係
る
業
務
運
営
、
財
務

及
び
会
計
並
び
に
人
事
管
理
に
関
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
八
年
十
月
二
十
九
日

経
済
産
業
大
臣

赤
澤

亮
正





そ の 他 告 示

次 の 表 に よ り 、 改 正 前 欄 に 掲 げ る 規 定 の 傍 線 を 付 し た 部 分 （ 以 下 「 傍 線 部 分 」 と い う 。 ） で こ れ に 対

応 す る 改 正 後 欄 に 掲 げ る 規 定 の 傍 線 部 分 が あ る も の は 、 こ れ を 当 該 傍 線 部 分 の よ う に 改 め る 。

改 正 後 改 正 前

さんま、まあじ、まいわし太平洋系群、ま
いわし対馬暖流系群、かたくちいわし対馬暖
流系群、うるめいわし対馬暖流系群、かたく
ちいわし太平洋系群及びまだい日本海西部・
東シナ海系群に関する令和８管理年度（令和
８年１月１日から同年12月31日までの期間を
いう。）における漁業法（以下「法」という。）
第15条第１項各号に掲げる数量は、次のとお
りとする。

さんま、まあじ、まいわし太平洋系群、ま
いわし対馬暖流系群、かたくちいわし対馬暖
流系群、うるめいわし対馬暖流系群、かたく
ちいわし太平洋系群及びまだい日本海西部・
東シナ海系群に関する令和８管理年度（令和
８年１月１日から同年12月31日までの期間を
いう。）における漁業法（以下「法」という。）
第15条第１項各号に掲げる数量は、次のとお
りとする。

第一・第二 （略） 第一・第二 （略）
第三 まいわし太平洋系群 第三 まいわし太平洋系群
一 （略） 一 （略）
二 都道府県別漁獲可能量（法第15条第１
項第２号関係）
法第15条第１項第２号の都道府県別漁
獲可能量は、次の表の左欄に掲げる都道
府県ごとに、それぞれ同表の右欄に掲げ
る数量とする。

（単位：トン）

二 都道府県別漁獲可能量（法第15条第１
項第２号関係）
法第15条第１項第２号の都道府県別漁
獲可能量は、次の表の左欄に掲げる都道
府県ごとに、それぞれ同表の右欄に掲げ
る数量とする。

（単位：トン）

都道府県 都道府県別漁獲可能量 都道府県 都道府県別漁獲可能量

（略） （略） （略） （略）

三重県 16800


三重県 13800


（略） （略） （略） （略）

三 （略） 三 （略）
第四～第八 （略） 第四～第八 （略）

点 北緯 東経

一 砂 防 法 第 二 条 の 土 地 に 係 る 河 川 の 名 称

中 川 （ 二 ）

二 砂 防 法 第 二 条 の 土 地 の 表 示

兵 庫 県 美 方 郡 香 美 町 小 代 区 城 山 の 区 域 内 の 土

地 の う ち 、 次 の 一 点 か ら 三 十 六 点 ま で を 順 次 結

ん だ 線 及 び 一 点 と 三 十 六 点 を 結 ん だ 線 に 囲 ま れ

た 土 地 の 区 域

１ 3527333959 13432080199

２ 3527330884 13432069367

３ 3527331599 13432063715

４ 3527345851 13432060122

５ 3527348864 13432074932

６ 3527345550 13432082607

７ 3527351082 13432091367

８ 3527359528 13432098023

９ 3527366645 13432102675

10 3527366342 13432119141

11 3527372099 13432123500

12 3527378323 13432134905

13 3527382763 13432141863

14 3527382558 13432143504

15 3527380925 13432144613

16 3527380049 13432144417

17 3527379334 13432142746

18 3527378943 13432141513

19 3527378513 13432140551

20 3527377147 13432139141

21 3527376211 13432138717

22 3527375727 13432138553

23 3527375395 13432138545

24 3527375233 13432137224

25 3527370684 13432133787

26 3527370455 13432128540

27 3527359563 13432120871

28 3527362720 13432115377

29 3527361930 13432107244

30 3527357630 13432103190

31 3527351907 13432098712

32 3527346067 13432092532

33 3527344488 13432094146

34 3527341978 13432093412

35 3527339591 13432090646

36 3527339463 13432084660

点 北緯 東経

一 砂 防 法 第 二 条 の 土 地 に 係 る 河 川 の 名 称

水 船 谷 川

二 砂 防 法 第 二 条 の 土 地 の 表 示

福 岡 県 久 留 米 市 田 主 丸 町 森 部 の 区 域 内 の 土 地

の う ち 、 次 の 一 点 か ら 四 点 ま で を 順 次 結 ん だ 線 、

四 点 と 五 点 を 地 徳 森 部 Ｔ 六 号 線 の 道 路 敷 に 沿 っ

て 結 ん だ 線 、 五 点 と 六 点 を 結 ん だ 線 及 び 一 点 と

六 点 を 令 和 八 年 国 土 交 通 省 告 示 第 四 十 二 号 で 指

定 し た 土 地 の 境 界 線 に 沿 っ て 結 ん だ 線 に 囲 ま れ

た 土 地 の 区 域

１ 3319385288 13043109175

２ 3319393618 13043111722

３ 3319396075 13043111335

４ 3319400911 13043108762

５ 3319402434 13043111203

６ 3319400223 13043112463

令
和

年


月


日
木
曜
日

第




号

官
報

〇 農 林 水 産 省 告 示 第 千 六 百 三 十 号

漁 業 法 （ 昭 和 二 十 四 年 法 律 第 二 百 六 十 七 号 ） 第 十 五 条 第 六 項 の 規 定 に 基 づ き 、 令 和 七 年 農 林 水 産 省

告 示 第 千 八 百 三 十 二 号 （ 特 定 水 産 資 源 （ さ ん ま 、 ま あ じ 、 ま い わ し 太 平 洋 系 群 、 ま い わ し 対 馬 暖 流 系

群 、 か た く ち い わ し 対 馬 暖 流 系 群 、 う る め い わ し 対 馬 暖 流 系 群 、 か た く ち い わ し 太 平 洋 系 群 及 び ま だ

い 日 本 海 西 部 ・ 東 シ ナ 海 系 群 ） に 関 す る 令 和 八 管 理 年 度 に お け る 漁 業 法 第 十 五 条 第 一 項 各 号 に 掲 げ る

数 量 を 公 表 す る 件 ） の 一 部 を 次 の よ う に 変 更 し た の で 、 同 条 第 六 項 に お い て 準 用 す る 同 条 第 五 項 の 規

定 に 基 づ き 、 次 の と お り 公 表 す る 。

令 和 八 年 十 月 二 十 九 日 農 林 水 産 大 臣 武 部 新

〇 国 土 交 通 省 告 示 第 千 三 百 六 号

砂 防 法 （ 明 治 三 十 年 法 律 第 二 十 九 号 ） 第 二 条 の

規 定 に よ り 、 同 条 の 土 地 を 次 の と お り 指 定 す る の

で 、 砂 防 法 施 行 規 程 （ 明 治 三 十 年 勅 令 第 三 百 八 十

二 号 ） 第 一 条 の 規 定 に 基 づ き 、 告 示 す る 。

令 和 八 年 十 月 二 十 九 日
国 土 交 通 大 臣 井 林 辰 憲

〇 国 土 交 通 省 告 示 第 千 三 百 七 号

砂 防 法 （ 明 治 三 十 年 法 律 第 二 十 九 号 ） 第 二 条 の

規 定 に よ り 、 同 条 の 土 地 を 次 の と お り 指 定 す る の

で 、 砂 防 法 施 行 規 程 （ 明 治 三 十 年 勅 令 第 三 百 八 十

二 号 ） 第 一 条 の 規 定 に 基 づ き 、 告 示 す る 。

令 和 八 年 十 月 二 十 九 日
国 土 交 通 大 臣 井 林 辰 憲





【
航
空
交
通
情
報
圏
に
係
る
内
容
】

航
空
交
通
情
報
圏
の
名
称

航
空
交
通
情
報
の
提
供
に
関
す
る
業
務

を
行
う
機
関

適
用

時
間

種
子
島
情
報
圏

福
岡
空
港
事
務
所
（
災
害
等
に
よ
り
当

該
事
務
所
が
業
務
を
行
う
こ
と
が
で
き

な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
新
千
歳
空
港

事
務
所
）

８
時
30分
か
ら
18時
30分
ま
で

屋
久
島
情
報
圏

福
岡
空
港
事
務
所
（
災
害
等
に
よ
り
当

該
事
務
所
が
業
務
を
行
う
こ
と
が
で
き

な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
新
千
歳
空
港

事
務
所
）

８
時
30分
か
ら
19時
30分
ま
で

喜
界
情
報
圏

福
岡
空
港
事
務
所
（
災
害
等
に
よ
り
当

該
事
務
所
が
業
務
を
行
う
こ
と
が
で
き

な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
新
千
歳
空
港

事
務
所
）

４
月
か
ら
９
月
ま
で
の
８
時
30分

か
ら
18時
30分
ま
で
及
び
10月
か

ら
翌
年
の
３
月
ま
で
の
８
時
30分

か
ら
17時
30分
ま
で

徳
之
島
情
報
圏

福
岡
空
港
事
務
所
（
災
害
等
に
よ
り
当

該
事
務
所
が
業
務
を
行
う
こ
と
が
で
き

な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
新
千
歳
空
港

事
務
所
）

８
時
30分
か
ら
19時
30分
ま
で

沖
永
良
部
情
報
圏

福
岡
空
港
事
務
所
（
災
害
等
に
よ
り
当

該
事
務
所
が
業
務
を
行
う
こ
と
が
で
き

な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
新
千
歳
空
港

事
務
所
）

４
月
か
ら
９
月
ま
で
の
８
時
30分

か
ら
18時
30分
ま
で
及
び
10月
か

ら
翌
年
の
３
月
ま
で
の
８
時
30分

か
ら
17時
30分
ま
で

与
論
情
報
圏

福
岡
空
港
事
務
所
（
災
害
等
に
よ
り
当

該
事
務
所
が
業
務
を
行
う
こ
と
が
で
き

な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
新
千
歳
空
港

事
務
所
）

４
月
か
ら
９
月
ま
で
の
８
時
30分

か
ら
18時
30分
ま
で
及
び
10月
か

ら
翌
年
の
３
月
ま
で
の
８
時
30分

か
ら
17時
30分
ま
で

【
民
間
訓
練
試
験
空
域
に
係
る
内
容
】

民
間
訓
練
試
験
空
域
の
名
称

航
空
交
通
情
報
の
提
供
に
関
す
る
業
務

を
行
う
機
関

適
用

時
間

Ｋ
Ｓ
11
１

福
岡
空
港
事
務
所

24時
間

Ｋ
Ｓ
11
２

福
岡
空
港
事
務
所

24時
間

令和年月日 木曜日 第号官 報

一
二
六
〇
番

二
十
六
号
及
び
二
十

七
号

一
二
七
八
番

二
十
九
号
及
び
三
十

七
号
か
ら
四
十
一
号

ま
で

一
二
七
九
番

二
十
八
号
及
び
三
十

号

一
二
八
〇
番

三
十
一
号
、
三
十
五

号
及
び
三
十
六
号

一
二
八
〇
番

地
先
道
路
敷

三
十
二
号

一
二
八
一
番

地
先
道
路
敷

三
十
三
号

一
二
八
一
番

三
十
四
号

字
漆
谷

一
二
八
六
番
一
一

二
号
か
ら
四
号
ま
で

一
二
八
六
番
八

五
号

一
二
八
六
番
一
七

七
号

一
二
八
六
番
一
九

十
号

二

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
に
係
る
河
川
の
名
称

中
村
川

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
の
表
示

次
に
掲
げ
る
土
地
に
存
す
る
標
柱
一
号
か
ら
三
十

号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
一
号
と
三
十
号

を
結
ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
土
地
の
区
域

兵
庫
県
宍
粟
市
波
賀
町
斉
木

字
金
彦

一
一
六
六
番

一
号
、
二
号
及
び
十
五

号

一
一
七
六
番

三
号
、
十
二
号
及
び
十

三
号

一
一
七
六
番

地
先
水
路
敷

四
号

一
一
七
八
番

五
号
及
び
十
一
号

一
一
七
九
番

地
先
道
路
敷

六
号
及
び
七
号

一
一
七
九
番

八
号
か
ら
十
号
ま
で

一
一
六
九
番

十
四
号

一
一
九
四
番
二
〇

十
六
号

一
一
九
四
番
一
四

十
七
号
か
ら
二
十
号
ま

で

一
一
九
四
番
一
七

二
十
一
号
及
び
二
十
二

号

一
一
九
四
番
一
二

二
十
三
号
か
ら
二
十
八

号
ま
で

一
一
九
四
番
二
三

二
十
九
号
及
び
三
十
号

三

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
に
係
る
河
川
の
名
称

越
乢
川

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
の
表
示

次
に
掲
げ
る
土
地
に
存
す
る
標
柱
一
号
か
ら
二
十

六
号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
一
号
と
二
十

六
号
を
結
ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
土
地
の
区
域

兵
庫
県
宍
粟
市
千
種
町
岩
野
辺

字
徳
久

二
六
五
四
番
三
〇

一
号

二
六
五
四
番
二

二
号
か
ら
六
号
ま
で

字
越
峠

二
五
八
二
番
三
二

七
号

二
五
八
二
番
四
九

八
号

二
五
八
二
番
二
六

九
号
か
ら
十
四
号
ま
で

二
五
八
二
番
二
二

十
五
号

二
五
八
二
番
一
九

十
六
号
及
び
十
七
号

二
五
六
六
番

十
八
号
及
び
二
十
六
号

二
五
六
七
番
三

十
九
号

二
五
六
七
番
四

二
十
号
か
ら
二
十
二
号

ま
で

二
五
八
二
番
七

二
十
三
号
か
ら
二
十
五

号
ま
で

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
三
百
八
号

砂
防
法
（
明
治
三
十
年
法
律
第
二
十
九
号
）
第
二
条
の

規
定
に
よ
り
、
同
条
の
土
地
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
の

で
、
砂
防
法
施
行
規
程
（
明
治
三
十
年
勅
令
第
三
百
八
十

二
号
）
第
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

令
和
八
年
十
月
二
十
九
日

国
土
交
通
大
臣

井
林

辰
憲

一

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
に
係
る
河
川
の
名
称

水
戸
谷
川

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
の
表
示

次
に
掲
げ
る
土
地
に
存
す
る
標
柱
一
号
か
ら
四
十

八
号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
一
号
と
四
十

八
号
を
結
ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
土
地
の
区
域

兵
庫
県
宍
粟
市
波
賀
町
斉
木

字
上
水
戸

一
二
七
三
番

一
号
及
び
六
号

一
二
七
一
番

八
号

一
二
七
二
番

九
号

一
二
五
八
番
三
〇

地
先
水
路
敷

十
一
号

一
二
五
八
番
三
三

十
二
号
及
び
十
三
号

一
二
五
八
番
三
六

十
四
号
か
ら
十
九
号

ま
で
、
二
十
一
号
及

び
二
十
二
号

一
二
六
八
番

二
十
号

一
二
六
七
番

二
十
三
号

一
二
六
四
番

二
十
四
号
、
二
十
五

号
及
び
四
十
二
号
か

ら
四
十
八
号
ま
で

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
三
百
九
号

航
空
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
三
十
一
号
）
第
九
十
六
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
指
定
し
た
航
空
法

第
九
十
六
条
の
二
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
規
制
が
適
用
さ
れ
る
時
間
並
び
に
航
空
法
施
行
規
則
（
昭
和
二

十
七
年
運
輸
省
令
第
五
十
六
号
）
第
二
百
二
条
の
四
の
規
定
に
基
づ
き
定
め
た
航
空
交
通
情
報
の
提
供
に
関
す
る
業
務

を
行
う
機
関
の
う
ち
、
航
空
交
通
情
報
圏
の
種
子
島
情
報
圏
、
屋
久
島
情
報
圏
、
喜
界
情
報
圏
、
徳
之
島
情
報
圏
、
沖

永
良
部
情
報
圏
及
び
与
論
情
報
圏
に
係
る
内
容
並
び
に
民
間
訓
練
試
験
空
域
の
Ｋ
Ｓ
11

１
及
び
Ｋ
Ｓ
11

２
に
係
る

内
容
を
次
の
よ
う
に
変
更
し
、
令
和
八
年
十
二
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

令
和
八
年
十
月
二
十
九
日

国
土
交
通
大
臣

井
林

辰
憲





提供する場所 所 在 地

新千歳空港事務所 北海道千歳市 新千歳空港内

花巻空港出張所 岩手県花巻市 花巻空港内

山形空港出張所 山形県東根市 山形空港内

福島空港出張所 福島県石川郡 福島空港内

成田空港事務所 千葉県成田市 成田国際空港内

静岡空港出張所 静岡県牧之原市 静岡空港内

大阪空港事務所 大阪府豊中市 大阪国際空港内

南紀白浜空港出張所 和歌山県西牟婁郡 南紀白浜空港内

出雲空港出張所 島根県出雲市 出雲空港内

山口宇部空港出張所 山口県宇部市 山口宇部空港内

福岡空港事務所 福岡県福岡市 福岡空港内

点 北緯 東経

一 砂 防 法 第 二 条 の 土 地 に 係 る 河 川 の 名 称

と い の り 沢

二 砂 防 法 第 二 条 の 土 地 の 表 示

静 岡 県 静 岡 市 駿 河 区 丸 子 の 区 域 内 の 土 地 の う

ち 、 次 の 一 点 か ら 二 十 四 点 ま で を 順 次 結 ん だ 線

及 び 一 点 と 二 十 四 点 を 結 ん だ 線 に 囲 ま れ た 土 地

の 区 域

１ 3456472173 13819392817

２ 3456467968 13819381277

３ 3456474215 13819375146

４ 3456483263 13819379533

５ 3456499256 13819363541

６ 3456499371 13819344218

７ 3456484925 13819345999

８ 3456479894 13819334085

９ 3456470483 13819325604

10 3456464710 13819312073

11 3456461530 13819306849

12 3456450965 13819293955

13 3456456235 13819268515

14 3456471704 13819276117

15 3456484995 13819278919

16 3456513397 13819295014

17 3456520143 13819317884

18 3456511343 13819339748

19 3456505848 13819348950

20 3456508161 13819363814

21 3456495786 13819378621

22 3456482580 13819386658

23 3456474647 13819383030

24 3456475005 13819391350

点 北緯 東経

一 砂 防 法 第 二 条 の 土 地 に 係 る 河 川 の 名 称

清 流 沢

二 砂 防 法 第 二 条 の 土 地 の 表 示

静 岡 県 静 岡 市 駿 河 区 丸 子 の 区 域 内 の 土 地 の う

ち 、 次 の 一 点 か ら 十 三 点 ま で を 順 次 結 ん だ 線 及

び 一 点 と 十 三 点 を 結 ん だ 線 に 囲 ま れ た 土 地 の 区

域

１ 3456467968 13819381276

２ 3456459243 13819383795

３ 3456428937 13819360463

４ 3456426276 13819331760

５ 3456436561 13819314407

６ 3456450966 13819293954

７ 3456461530 13819306848

８ 3456464711 13819312072

９ 3456470483 13819325603

10 3456479895 13819334084

11 3456484924 13819345998

12 3456485651 13819355343

13 3456474215 13819375145

令
和

年


月


日
木
曜
日

第




号

官
報

〇 国 土 交 通 省 告 示 第 千 三 百 十 号

航 空 法 施 行 規 則 （ 昭 和 二 十 七 年 運 輸 省 令 第 五 十 六 号 ） 第 二 百 九 条 の 二 第 二 項 の 規 定 に 基 づ き 告 示 で

定 め た 航 空 情 報 を 提 供 す る 場 所 の う ち 、 航 空 情 報 を 口 頭 （ 無 線 電 話 に よ る も の に 限 る 。 ） に よ り 提 供 す

る 場 所 を 次 の よ う に 変 更 し 、 令 和 八 年 十 二 月 一 日 か ら 適 用 す る 。

令 和 八 年 十 月 二 十 九 日 国 土 交 通 大 臣 井 林 辰 憲

〇 国 土 交 通 省 告 示 第 千 三 百 十 一 号

建 設 業 法 （ 昭 和 二 十 四 年 法 律 第 百 号 ） 第 二 十 六

条 の 十 一 の 規 定 に よ り 、 同 法 第 二 十 六 条 の 八 第 二

項 第 二 号 に 掲 げ る 事 項 の 変 更 の 届 出 が あ っ た の

で 、 同 法 第 二 十 六 条 の 二 十 三 第 二 号 の 規 定 に よ り 、

公 示 す る 。

令 和 八 年 十 月 二 十 九 日
国 土 交 通 大 臣 井 林 辰 憲

登 録 番 号 一

登 録 講 習 実 施 機 関 の 氏 名 又 は 名 称 一 般 財 団

法 人 全 国 建 設 研 修 セ ン タ ー

登 録 講 習 実 施 機 関 の 変 更 後 の 代 表 者 の 氏 名

福 田 由 貴

〇 国 土 交 通 省 告 示 第 千 三 百 十 二 号

建 設 業 法 施 行 規 則 （ 昭 和 二 十 四 年 建 設 省 令 第 十

四 号 ） 第 十 八 条 の 九 の 規 定 に よ り 、 同 規 則 第 十 八

条 の 六 第 二 項 第 二 号 に 掲 げ る 事 項 に つ い て 変 更 の

届 出 が あ っ た の で 、 同 規 則 第 十 八 条 の 十 八 第 二 号

の 規 定 に よ り 、 公 示 す る 。

令 和 八 年 十 月 二 十 九 日
国 土 交 通 大 臣 井 林 辰 憲

登 録 番 号 06

登 録 基 幹 技 能 者 講 習 実 施 機 関 の 名 称

一 般 社 団 法 人 日 本 ト ン ネ ル 専 門 工 事 業 協 会

変 更 後 の 登 録 基 幹 技 能 者 講 習 事 務 を 行 う 者 の

住 所
東 京 都 港 区 芝 公 園 三 丁 目 五 番 二 十 二 号

機 械 振 興 会 館 別 館 二 〇 二 号 室

変 更 後 の 登 録 基 幹 技 能 者 講 習 事 務 を 行 う 事 務

所 の 所 在 地

東 京 都 港 区 芝 公 園 三 丁 目 五 番 二 十 二 号

機 械 振 興 会 館 別 館 二 〇 二 号 室

変 更 年 月 日 令 和 八 年 十 一 月 一 日

〇 国 土 交 通 省 告 示 第 千 三 百 十 三 号

砂 防 法 （ 明 治 三 十 年 法 律 第 二 十 九 号 ） 第 二 条 の

規 定 に よ り 、 同 条 の 土 地 を 次 の と お り 指 定 す る の

で 、 砂 防 法 施 行 規 程 （ 明 治 三 十 年 勅 令 第 三 百 八 十

二 号 ） 第 一 条 の 規 定 に 基 づ き 、 告 示 す る 。

令 和 八 年 十 月 二 十 九 日
国 土 交 通 大 臣 井 林 辰 憲

〇 国 土 交 通 省 告 示 第 千 三 百 十 四 号

砂 防 法 （ 明 治 三 十 年 法 律 第 二 十 九 号 ） 第 二 条 の

規 定 に よ り 、 同 条 の 土 地 を 次 の と お り 指 定 す る の

で 、 砂 防 法 施 行 規 程 （ 明 治 三 十 年 勅 令 第 三 百 八 十

二 号 ） 第 一 条 の 規 定 に 基 づ き 、 告 示 す る 。

令 和 八 年 十 月 二 十 九 日
国 土 交 通 大 臣 井 林 辰 憲

〇 観 光 庁 告 示 第 十 八 号

旅 行 業 法 （ 昭 和 二 十 七 年 法 律 第 二 百 三 十 九 号 ）

第 十 二 条 の 十 七 の 規 定 に 基 づ き 、 次 の 登 録 研 修 機

関 か ら 代 表 者 の 氏 名 、 住 所 及 び 研 修 業 務 を 行 う 事

務 所 の 所 在 地 を 変 更 す る 届 出 が あ っ た の で 、 同 法

第 十 二 条 の 二 十 八 第 二 号 の 規 定 に よ り 次 の と お り

公 示 す る 。

令 和 八 年 十 月 二 十 九 日
観 光 庁 長 官 木 村 典 央





（
一
）
名
鉄
観
光
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
（
登
録
研
修
機
関

第
六
号
）

一

研
修
業
務
を
行
う
事
務
所
の
名
称
の
変
更

変
更
前

名
鉄
観
光
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
経
営
企

画
部

変
更
後

名
鉄
観
光
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
経
営
管

理
部

二

変
更
の
年
月
日

令
和
四
年
六
月
二
十
二
日

（
二
）
株
式
会
社
ジ
ー
エ
フ
（
登
録
研
修
機
関
第
五
十
六

号
）

一

代
表
者
の
氏
名
の
変
更

変
更
前

伊
藤

篤
子

変
更
後

佐
藤
ま
ち
こ

二

変
更
の
年
月
日

令
和
六
年
十
二
月
一
日

（
三
）
株
式
会
社
読
売
旅
行（
登
録
研
修
機
関
第
十
六
号
）

一

住
所
の
変
更

変
更
前

東
京
都
中
央
区
築
地
二
丁
目
五
番
三
号

変
更
後

東
京
都
中
央
区
銀
座
二
丁
目
三
番
十
二

号

二

研
修
業
務
を
行
う
事
務
所
の
所
在
地
の
変
更

変
更
前

東
京
都
中
央
区
築
地
二
丁
目
五
番
三
号

変
更
後

東
京
都
中
央
区
銀
座
二
丁
目
三
番
十
二

号

三

変
更
の
年
月
日

令
和
七
年
二
月
二
十
五
日

（
四
）
株
式
会
社
読
売
旅
行（
登
録
研
修
機
関
第
十
六
号
）

一

代
表
者
の
氏
名
の
変
更

変
更
前

貞
広

貴
志

変
更
後

岩
上

秀
憲

二

変
更
の
年
月
日

令
和
七
年
六
月
十
一
日

（
五
）
株
式
会
社
Ｊ
Ｔ
Ｂ（
登
録
研
修
機
関
第
三
十
八
号
）

一

住
所
の
変
更

変
更
前

東
京
都
品
川
区
東
品
川
二
丁
目
三
番
十

一
号

変
更
後

東
京
都
港
区
東
新
橋
一
丁
目
五
番
二
号

汐
留
シ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

二

研
修
業
務
を
行
う
事
務
所
の
所
在
地
の
変
更

変
更
前

東
京
都
品
川
区
東
品
川
二
丁
目
三
番
十

一
号

変
更
後

東
京
都
港
区
東
新
橋
一
丁
目
五
番
二
号

汐
留
シ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

三

変
更
の
年
月
日

令
和
八
年
五
月
七
日

（
六
）
一
般
社
団
法
人
川
口
市
旅
行
観
光
協
会
（
登
録
研

修
機
関
第
八
十
一
号
）

一

代
表
者
の
氏
名
の
変
更

変
更
前

今
井

雅
彦

変
更
後

伊
藤

淳
一

二

変
更
の
年
月
日

令
和
八
年
五
月
二
十
五
日

（
七
）
一
般
社
団
法
人
全
国
農
協
観
光
協
会
（
登
録
研
修

機
関
第
十
三
号
）

一

代
表
者
の
氏
名
の
変
更

変
更
前

篠
原

末
治

変
更
後

村
本

佳
宜

二

変
更
の
年
月
日

令
和
八
年
六
月
十
日

（
八
）
株
式
会
社
Ｊ
Ｔ
Ｂ（
登
録
研
修
機
関
第
三
十
八
号
）

一

代
表
者
の
氏
名
の
変
更

変
更
前

山
北
栄
二
郎

変
更
後

青
海

友

二

変
更
の
年
月
日

令
和
八
年
六
月
三
十
日

一

代
表
者
の
氏
名
の
変
更

変
更
前

篠
原

末
治

変
更
後

村
本

佳
宜

二

変
更
の
年
月
日

令
和
八
年
六
月
十
日

道
路
の
区
域

区

間

変
更
前

後
別

敷
地
の
幅
員

延

長

備

考

メ
ー
ト
ル

キ
ロ
メ
ー
ト
ル

下
呂
市
門
原
字
牧
ケ
平
五
五
五
番
一

か
ら
同
市
三
原
字
カ
メ
ガ
イ
シ
五
三

五
番
一
ま
で

前

Ａ

一
二
八
七
〜

五
七
二
四

三
・
〇
九
七

上
記
Ａ
及
び
Ｂ
は
、

関
係
図
面
に
表
示
す

る
敷
地
の
区
分
を
い

う
。

Ｂ

二
〇
四
四
〜
一
四
三
四
四

二
・
八
七
六

後

Ａ

一
二
八
七
〜

五
七
二
四

三
・
〇
九
七

Ｂ

二
〇
四
四
〜
一
四
三
四
四

二
・
八
七
六

図
面
縦
覧
場
所

中
部
地
方
整
備
局
及
び
同
局
高
山
国
道
事
務
所

令和年月日 木曜日 第号官 報

〇
観
光
庁
告
示
第
十
九
号

旅
行
業
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
三
十
九
号
）

第
二
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
二
条
の
十
七

の
規
定
に
基
づ
き
、
一
般
社
団
法
人
全
国
農
協
観
光
協
会

（
登
録
研
修
機
関
第
五
号
）
か
ら
代
表
者
の
氏
名
を
変
更

す
る
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
二
十
九
条
に
お
い
て

準
用
す
る
同
法
第
十
二
条
の
二
十
八
第
二
号
の
規
定
に
よ

り
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

令
和
八
年
十
月
二
十
九
日観

光
庁
長
官

木
村

典
央

〇
関
東
地
方
整
備
局
告
示
第
二
百
三
十
四
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事
業
の
事
業
計
画

の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
八
年
十
月
二
十
九
日

関
東
地
方
整
備
局
長

西
澤
賢
太
郎

一

施
行
者
の
名
称

長
野
県

二

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

平
成
二
十
六
年
関
東
地
方
整
備
局
告
示
第
百
十
八
号
松
本
都
市
計
画
道
路
事

業
三
・
四
・
十
一
号
宮
渕
新
橋
北
小
松
線

三

事
業
施
行
期
間

自
平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
七
日
至
令
和
十
四
年
三
月
三
十
一
日

四

事
業
地

収
用
の
部
分

変
更
な
し

使
用
の
部
分

な
し

〇
関
東
地
方
整
備
局
告
示
第
二
百
三
十
五
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事
業
の
事
業
計
画

の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
八
年
十
月
二
十
九
日

関
東
地
方
整
備
局
長

西
澤
賢
太
郎

一

施
行
者
の
名
称

長
野
県

二

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

平
成
三
十
年
関
東
地
方
整
備
局
告
示
第
二
百
六
十
八
号
伊
那
都
市
計
画
道
路

事
業
三
・
三
・
一
号
環
状
北
線
、
三
・
四
・
六
号
竜
東
線
及
び
三
・
四
・
三
十
五
号
中
央
北
町
線

三

事
業
施
行
期
間

自
平
成
三
十
年
十
二
月
十
八
日
至
令
和
十
二
年
三
月
三
十
一
日

四

事
業
地

収
用
の
部
分

変
更
な
し

使
用
の
部
分

変
更
な
し

〇
中
部
地
方
整
備
局
告
示
第
七
十
三
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
八
年
十
月
二
十
九
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
八
年
十
月
二
十
九
日

中
部
地
方
整
備
局
長

西
村

拓

路
線
名

供

用

開

始

の

区

間

図
面
縦
覧
場
所

一

号

沼
津
市
大
塚
字
井
口
五
五
四
番
二
か
ら
同
市
大
塚
字
福
部
阿
原
七

六
三
番
二
ま
で

中
部
地
方
整
備
局
及
び
同
局
沼

津
河
川
国
道
事
務
所

供
用
開
始
の
期
日

令
和
八
年
十
月
二
十
九
日
十
七
時

〇
中
部
地
方
整
備
局
告
示
第
七
十
四
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を
変
更
し
た
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
八
年
十
月
二
十
九
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
八
年
十
月
二
十
九
日

中
部
地
方
整
備
局
長

西
村

拓

道
路
の
種
類

一
般
国
道

路

線

名

四
十
一
号





国
会
事
項

人
事
異
動

皇
室
事
項

官
庁
報
告

令和年月日 木曜日 第号官 報

最
低
賃
金
の
改
正
決
定
に
関
す
る
公
示

兵
庫
労
働
局
最
低
賃
金
公
示
第
６
号

最
低
賃
金
法
（
昭
和
34年

法
律
第
137号

）
第
15条

第
２
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
兵
庫
県
は
ん
用
機
械
器
具
製
造

業
、
生
産
用
機
械
器
具
製
造
業
、
業
務
用
機
械
器
具
製
造

業
最
低
賃
金
（
平
成
20年
兵
庫
労
働
局
最
低
賃
金
公
示
第

７
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
決
定
を
し
た
の

で
、
同
法
第
19条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

令
和
８
年
10
月
29
日兵
庫
労
働
局
長
金
成
真
一

第
４
号
中
「
１
時
間
1150円

」
を
「
１
時
間
1206円

」
に
改
め
る
。
附
則

こ
の
決
定
は
、
令
和
８
年
12月
１
日
か
ら
効
力
を
生
ず

る
。

労

働

行
幸
啓

天
皇
皇
后
両
陛
下
は
、
高
知
県
に
お
い
て
開
催
さ
れ
て

い
る
よ
さ
こ
い
高
知
文
化
祭
二
〇
二
六
（
第
四
十
一
回
国

民
文
化
祭
及
び
第
二
十
六
回
全
国
障
害
者
芸
術
・
文
化

祭
）
に
御
臨
場
、
併
せ
て
地
方
事
情
を
御
視
察
の
た
め
、

十
月
二
十
五
日
午
前
九
時
三
十
分
御
出
門
、
同
県
へ
行
幸

啓
、同
月
二
十
六
日
午
後
九
時
十
一
分
還
幸
啓
に
な
っ
た
。

御
祝
電

天
皇
陛
下
は
、
チ
ェ
コ
の
国
祭
日
に
つ
き
、
十
月
二
十

七
日
同
国
大
統
領
閣
下
へ
御
祝
電
を
発
せ
ら
れ
た
。

会
計
検
査
院

（
ア
ジ
ア
大
洋
州
局
南
部
ア
ジ
ア
部

南
東
ア
ジ
ア
第
一
課
地
域
調
整
官
）

外
務
事
務
官

中
野
卯
一
郎

会
計
検
査
院
事
務
官
（
事
務
総
長
官
房
調
査
課
国
際
業
務

室
長
）
に
転
任
さ
せ
る

（
事
務
総
長
官
房
調
査
課
国
際
業
務

室
長
）
会
計
検
査
院
事
務
官

礒

雅
子

外
務
省
に
出
向
さ
せ
る
（
以
上
十
月
二
十
八
日
）

法

務

省

（
京
都
地
方
検
察
庁
交
通
部
長
）
検

事

和
田

裕
己

東
京
高
等
検
察
庁
検
事
に
配
置
換
す
る

（
大
阪
高
等
検
察
庁
検
事
）
同

栗
原

恵

京
都
地
方
検
察
庁
検
事
に
配
置
換
す
る

京
都
地
方
検
察
庁
交
通
部
長
を
命
ず
る
（
以
上
十
月
二
十

六
日
）

参

議

院

質
問
主
意
書
提
出

十
月
二
十
七
日
議
員
か
ら
次
の
質
問
主
意
書
が
提
出
さ

れ
た
。

村
山
談
話
に
お
け
る
「
国
策
を
誤
り
」
と
の
認
識
及
び

植
民
地
支
配
の
対
象
に
関
す
る
質
問
主
意
書
（
石
垣
の

り
こ
提
出
）（
第
一
四
号
）

答
弁
書
受
領

十
月
二
十
七
日
内
閣
か
ら
次
の
答
弁
書
を
受
領
し
た
。

衆
議
院
議
員
田
村
智
子
外
三
名
提
出
政
府
提
出
の
「
消

費
税
・
支
援
金
法
案
」
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁

書
指
名
通
知

十
月
二
十
七
日
本
院
は
国
土
審
議
会
委
員
に
衆
議
院
議

員
津
島
淳
を
指
名
し
た
旨
内
閣
に
通
知
し
た
。

又
同
日
本
院
は
国
土
開
発
幹
線
自
動
車
道
建
設
会
議
委

員
に
衆
議
院
議
員
梶
山
弘
志
を
指
名
し
た
旨
内
閣
に
通
知

し
た
。

委
員
推
薦
通
知

十
月
二
十
七
日
、
議
長
は
、
国
土
審
議
会
特
別
委
員
に

次
の
議
員
を
推
薦
す
る
旨
内
閣
に
通
知
し
た
。

（
北
海
道
開
発
分
科
会
）

和
田

義
明

（
豪
雪
地
帯
対
策
分
科
会
）

上
田

英
俊

木
村

次
郎

（
離
島
振
興
対
策
分
科
会
）

金
子

容
三

長
谷
川
淳
二

加
藤

竜
祥

衆

議

院

議
決
通
知

十
月
二
十
七
日
築
山
事
務
総
長
か
ら
石
井
裁
判
官
弾
劾

裁
判
所
裁
判
長
及
び
伊
藤
参
議
院
事
務
総
長
宛
、
本
院
は

裁
判
官
弾
劾
裁
判
所
裁
判
員
及
び
同
予
備
員
を
次
の
と
お

り
補
欠
選
任
し
、
か
つ
、
予
備
員
の
職
務
を
行
う
順
序
は

頭
書
の
と
お
り
決
定
し
た
旨
通
知
し
た
。

裁
判
官
弾
劾
裁
判
所
裁
判
員

小
泉

龍
司
（

梨
康
弘
の
補
欠
）

同
予
備
員

第
一

石
田

真
敏
（
細
野

志
の
補
欠
）

又
同
日
築
山
事
務
総
長
か
ら
上
川
裁
判
官
訴
追
委
員
会

委
員
長
及
び
伊
藤
参
議
院
事
務
総
長
宛
、
本
院
は
裁
判
官

訴
追
委
員
及
び
同
予
備
員
を
次
の
と
お
り
補
欠
選
任
し
、

か
つ
、
予
備
員
の
職
務
を
行
う
順
序
は
頭
書
の
と
お
り
決

定
し
た
旨
通
知
し
た
。

〇
九
州
地
方
整
備
局
告
示
第
百
二
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
八
年
十
月
二
十
九
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
八
年
十
月
二
十
九
日

九
州
地
方
整
備
局
長

森
下

博
之

路
線
名

供

用

開

始

の

区

間

図
面
縦
覧
場
所

四
百
九
十
七
号

長
崎
県
東
彼
杵
郡
波
佐
見
町
村
木
郷
字
大
木
場
山
五
〇
六
番
七
か

ら
同
町
村
木
郷
字
似
田
ノ
尾
一
六
一
四
番
二
ま
で

九
州
地
方
整
備
局
及
び
同
局
長

崎
河
川
国
道
事
務
所

供
用
開
始
の
期
日

令
和
八
年
十
月
三
十
日

〇
九
州
地
方
整
備
局
告
示
第
百
三
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
四
十
八
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
自
動
車

専
用
道
路
を
指
定
す
る
の
で
、
同
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
八
年
十
月
二
十
九
日
か
ら
二
週
間
九
州
地
方
整
備
局
及
び
同
局
長
崎
河
川
国
道
事
務
所
に

お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
八
年
十
月
二
十
九
日

九
州
地
方
整
備
局
長

森
下

博
之

道
路
の
種
類

一
般
国
道

路

線

名

四
百
九
十
七
号

指
定
す
る
道
路
の
部
分

区

間

幅

員

延

長

メ
ー
ト
ル

キ
ロ
メ
ー
ト
ル

長
崎
県
東
彼
杵
郡
波
佐
見
町
村
木
郷
字
大
木
場
山
五
〇
六
番
七
か
ら
同

町
村
木
郷
字
似
田
ノ
尾
一
六
一
四
番
二
ま
で

四
二
・
〇
七
〜
五
三
・
八
二

〇
・
〇
六
六

指
定
す
る
期
日

令
和
八
年
十
月
二
十
九
日

裁
判
官
訴
追
委
員

井
上

信
治
（
井
出
庸
生
の
補
欠
）

渡
辺

博
道
（
藤
原
崇
の
補
欠
）

同
予
備
員

第
三

宮
路

拓
馬
（
塩
崎
彰
久
の
補
欠
）

第
五

岸

信
千
世
（
保
岡
宏
武
の
補
欠
）

又
同
日
本
院
は
原
子
力
委
員
会
委
員
長
に
越
塚
誠
一

を
、
同
委
員
に
直
井
洋
介
を
任
命
す
る
こ
と
に
同
意
し
た

旨
内
閣
に
通
知
し
た
。

又
同
日
本
院
は
公
安
審
査
委
員
会
委
員
に
島
田
耕
一
及

び
十
時
希
代
子
を
任
命
す
る
こ
と
に
同
意
し
た
旨
内
閣
に

通
知
し
た
。

選
出
通
知

十
月
二
十
七
日
本
院
は
検
察
官
適
格
審
査
会
委
員
及
び

同
予
備
委
員
を
次
の
と
お
り
選
挙
し
た
旨
内
閣
に
通
知
し

た
。検

察
官
適
格
審
査
会
委
員

あ
べ

俊
子

同
予
備
委
員

田
畑

裕
明
（
あ
べ
俊
子
の
予
備
委
員
）

神
田

潤
一
（
高
村
正
大
の
予
備
委
員
）

質
問
書
提
出

十
月
二
十
七
日
議
員
か
ら
提
出
し
た
質
問
主
意
書
は
次

の
と
お
り
で
あ
る
。

い
わ
ゆ
る
消
費
税
減
税
法
案
に
関
す
る
質
問
主
意
書

（
緒
方
林
太
郎
提
出
）





公 告

令
和

年


月


日
木
曜
日

第




号

官
報

諸 事 項

相続財産清算人の選任及び相
続権主張の催告

基本測量関係事項公告
基本測量の測量成果を得たので、測量法（昭和24年法律第188号）第27条第１項の規定に基づき、

次のとおり公告する。
令和８年 10 月 29 日 国土交通大臣 井林 辰憲

種 類 実施時期 区 域 摘 要
基盤地図情報 ・測量の基準点 令和８年

度
全国 令和８年10月版

・海岸線
・行政区画の境界線及び代表点
・道路縁
・軌道の中心線
・標高点
・水涯線
・建築物の外周線
・市町村の町若しくは字の境界線及び
代表点
・街区の境界線及び代表点

備考 地図の提供開始日 令和８年10月30日
上記の基盤地図情報は、測量法（昭和24年法律第188号）第27条第２項及び地理空間情報活用推進

基本法（平成19年法律第63号）第18条第２項に基づき、インターネットによる無償提供を行う。新た
に基本測量の測量成果を得た区域は、国土地理院基盤地図情報サイト（https://www.gsi.go.jp/kiban/）
において供する。





令
和

年


月


日
木
曜
日

第




号

官
報





令
和

年


月


日
木
曜
日

第




号

官
報

公 示 催 告

失踪に関する届出の催告






令
和

年


月


日
木
曜
日

第




号

官
報 失 踪 宣 告

失踪宣告取消

除 権 決 定

破産手続開始






令
和

年


月


日
木
曜
日

第




号

官
報






令
和

年


月


日
木
曜
日

第




号

官
報






令
和

年


月


日
木
曜
日

第




号

官
報






令
和

年


月


日
木
曜
日

第




号

官
報

破産手続開始及び免責許可申
立てに関する意見申述期間






令
和

年


月


日
木
曜
日

第




号

官
報






令
和

年


月


日
木
曜
日

第




号

官
報

破産手続開始・破産手続廃止
及び免責許可申立てに関する
意見申述期間






令
和

年


月


日
木
曜
日

第




号

官
報






令
和

年


月


日
木
曜
日

第




号

官
報

破産手続終結






令
和

年


月


日
木
曜
日

第




号

官
報

破産債権の届出期間及び一般
調査期日

破産債権の届出期間及び一般
調査期間

書面による計算報告

特別清算開始

令和８年（ヒ）第１００７号
広島市中区基町１０番３号
清算株式会社 株式会社島と暮らす
代表清算人 田部井智行
１ 決定年月日 令和８年１０月１５日
２ 主文 清算株式会社につき特別清算の開始を
命ずる。

広島地方裁判所民事第４部






令
和

年


月


日
木
曜
日

第




号

官
報

令和８年（ヒ）第２０６１号
東京都中央区日本橋２丁目１番14号日本橋加藤
ビルディング６階弁護士法人ＰＬＡＺＡ総合法律
事務所内
清算株式会社 ＭＴ管財株式会社
代表清算人 小幡 朋弘
１ 決定年月日 令和８年10月15日
２ 主文 清算株式会社につき特別清算の開始を
命ずる。

東京地方裁判所民事第２０部
令和8年（ヒ）第3030号
大阪府東大阪市渋川町三丁目５番３５号
清算株式会社 株式会社エムケー
代表清算人 村田和彦
１ 決定年月日 令和8年10月15日
２ 主文 清算株式会社につき特別清算の開始を
命ずる。

大阪地方裁判所第６民事部

特別清算終結
令和８年（ヒ）第５号
静岡県浜松市中央区入野町９０２９番地の１
清算株式会社 株式会社ぴゅあサポート
１ 決定年月日 令和８年１０月１５日
２ 主文 本件特別清算手続を終結する。

静岡地方裁判所浜松支部民事部

特別清算協定認可
令和８年（ヒ）第１０１１号
愛知県日進市梅森町上松３５１番地３
清算株式会社 ＴＳＵＷＡＭＯＮＯ株式会社
代表清算人 武臣辰徳
１ 決定年月日 令和８年１０月１５日
２ 主文 次の協定を認可する。
協定
１ 協定債権の定義
令和８年６月１１日（特別清算開始命令日）
までの原因に基づいて発生した債権を協定債権
とする（開始決定日以降の利息・遅延損害金は
除く）。
２ 清算株式会社が協定債権者に対して有する債
務
協定債権者株式会社エレックス（以下「協定
債権者」という。）の協定債権額は、２８１，
１０６，９８６円であることを確認する。

３ 弁済及び免除
 清算株式会社は、協定債権者に対し、本協
定の認可の決定が確定した日から１か月以内
に、２，７３９，９６８円を弁済する。
 前号の弁済は、協定債権者の指定する金融
機関口座に振り込む方法により実施する。た
だし、振込手数料は、清算株式会社の負担と
する。
 協定債権者は、第１号の規定による弁済を
受けたときは、清算株式会社に対し、協定債
権の総額から弁済額を控除した残額につき、
その債務を免除する。

４ 新たな財産の発見
前項の弁済の後、清算株式会社に新たな財
産が発見されたときは、清算株式会社は、これ
を速やかに換価し、協定債権者に対し、換価代
金から必要な費用を控除した残額を弁済する。
この場合において、協定債権者が前項の規定に
より行った残債務の免除は、新たにされた弁済
の限度で効力を失うものとする。 以上

名古屋地方裁判所民事第２部

再生手続開始

小規模個人再生による再生手
続開始






令
和

年


月


日
木
曜
日

第




号

官
報






令
和

年


月


日
木
曜
日

第




号

官
報






令
和

年


月


日
木
曜
日

第




号

官
報

小規模個人再生による書面決
議に付する決定






令
和

年


月


日
木
曜
日

第




号

官
報






令
和

年


月


日
木
曜
日

第




号

官
報






令
和

年


月


日
木
曜
日

第




号

官
報

小規模個人再生による再生手
続廃止

給与所得者等再生による再生
手続開始

給与所得者等再生による再生
計画案についての意見聴取

給与所得者等再生による再生
計画認可

所有者不明土地及び建物管理
命令に関する異議の催告






令
和

年


月


日
木
曜
日

第




号

官
報

所有者不明土地管理命令に関
する異議の催告





令
和

年


月


日
木
曜
日

第




号

官
報

所有者不明建物管理命令に関
する異議の催告

所有者不明専有部分管理命令
に関する異議の催告

会 社 そ の 他 の 公 告

合 併 公 告

左 記 会 社 は 合 併 し て 甲 は 乙 の 権 利 義 務 全 部 を 承

継 し て 存 続 し 乙 は 解 散 す る こ と に い た し ま し た 。

こ の 合 併 に 対 し 異 議 の あ る 債 権 者 は 、 本 公 告 掲

載 の 翌 日 か ら 一 箇 月 以 内 に お 申 し 出 下 さ い 。

な お 、 最 終 貸 借 対 照 表 の 開 示 状 況 は 次 の と お り

で す 。

（ 甲 ）http://www.suzunui.co.jp

（ 乙 ） 掲 載 官 報

掲 載 の 日 付 令 和 八 年 十 月 八 日

掲 載 頁 八 十 五 頁 （ 号 外 第 二 二 二 号 ）

令 和 八 年 十 月 二 十 九 日

茨 城 県 日 立 市 城 南 町 一 丁 目 一 一 番 三 一 号

（ 甲 ） 鈴 縫 工 業 株 式 会 社

代 表 取 締 役 鈴 木 達 二

茨 城 県 日 立 市 城 南 町 三 丁 目 三 番 二 八 号

（ 乙 ） 株 式 会 社 ア サ ヒ

代 表 取 締 役 鈴 木 一 良




令和年月日 木曜日 第号官 報
合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
及
び
丙
の
権
利
義
務
全

部
を
承
継
し
て
存
続
し
乙
及
び
丙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い

た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
乙
）
確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
丙
）
掲
載
紙

日
刊
工
業
新
聞

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
十
月
二
十
九
日

掲
載
頁

二
頁

令
和
八
年
十
月
二
十
九
日

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
二
丁
目
六
番
一
号

虎
ノ
門
ヒ
ル
ズ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
タ
ワ
ー
一
九
階

（
甲
）
株
式
会
社
Ｓ
Ｓ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

代
表
取
締
役

清
塚

徳

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
二
丁
目
六
番
一
号

虎
ノ
門
ヒ
ル
ズ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
タ
ワ
ー
一
九
階

（
乙
）
株
式
会
社
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｏ
Ｖ
Ａ

代
表
取
締
役

清
塚

徳

愛
知
県
小
牧
市
大
字
大
草
字
檀
ノ
上
五
四
四
七
番

地
の
六

（
丙
）
三
州
食
品
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

岩
月

顕
司

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
九
年
四
月
一
日
で
あ
り
、
甲
は
会

社
法
第
七
九
六
条
第
二
項
、
乙
は
同
第
七
八
四
条
第
一
項

に
基
づ
き
株
主
総
会
の
承
認
決
議
を
経
ず
に
合
併
を
決
定

し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
甲
は
乙
の
全
株
式
を
所
有
し
て

い
ま
す
の
で
、
こ
の
合
併
に
よ
る
甲
の
新
株
式
の
発
行
及

び
資
本
金
の
額
の
増
加
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
金
融
商
品
取
引
法
に
よ
る
有
価
証
券
報
告
書
提
出

済
。

（
乙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
六
月
二
十
五
日

掲
載
頁

二
四
〇
頁
（
号
外
第
一
四
〇
号
）

令
和
八
年
十
月
二
十
九
日

川
崎
市
川
崎
区
田
辺
新
田
一
番
一
号

（
甲
）
富
士
電
機
株
式
会
社

代
表
取
締
役

北
澤

通
宏

東
京
都
品
川
区
大
崎
一
丁
目
一
一
番
二
号

（
乙
）
富
士
電
機
フ
ィ
ア
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

三
本

雄
司

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の

で
公
告
し
ま
す
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
十
月
二
十
日

掲
載
頁

八
十
二
頁
（
号
外
第
二
三
〇
号
）

（
乙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
十
月
二
十
日

掲
載
頁

八
十
二
頁
（
号
外
第
二
三
〇
号
）

令
和
八
年
十
月
二
十
九
日

岐
阜
県
高
山
市
西
之
一
色
町
二
丁
目
五
〇
番
地

（
甲
）
富
山
建
材
株
式
会
社

代
表
取
締
役

宮
田

力

岐
阜
県
高
山
市
西
之
一
色
町
二
丁
目
五
〇
番
地

（
乙
）
株
式
会
社
村
尾
製
材
所

代
表
取
締
役

宮
田

力

吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
甲
は
乙
の
太
陽
光
発
電
事

業
に
係
る
権
利
義
務
を
承
継
し
乙
は
そ
れ
を
承
継
さ
せ
る

こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
会
社
分
割
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
二
十
九
日

東
京
都
港
区
赤
坂
二
丁
目
一
五
番
一
五

七
〇
三

号
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ｅ
Ｑ
内

（
甲
）
Ｇ
Ｌ
イ
ン
フ
ラ
７
号
合
同
会
社

代
表
社
員

Ｇ
Ｌ
イ
ン
フ
ラ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
７
号
一
般
社
団
法
人

職
務
執
行
者

小
口

裕
太

東
京
都
港
区
芝
大
門
二
丁
目
一
二
番
三
号
共
生
ビ

ル
二
号
館
七
階
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
会
計
事
務
所
内

（
乙
）
ソ
ー
ラ
ー
ア
ジ
サ
イ
合
同
会
社

代
表
社
員

ソ
ー
ラ
ー
ア
ジ
サ
イ
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
一
般
社
団
法
人

職
務
執
行
者

岡
田

育
大

吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
甲
は
乙
の
福
岡
県
飯
塚
市

鹿
毛
馬
字
奈
女
羅
七
七
三

九
に
お
け
る
太
陽
光
発
電
事

業
に
係
る
権
利
義
務
を
承
継
し
乙
は
そ
れ
を
承
継
さ
せ
る

こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
会
社
分
割
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
二
十
九
日

東
京
都
港
区
赤
坂
二
丁
目
一
五
番
一
五

七
〇
三

号
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ｅ
Ｑ
内

（
甲
）
Ｇ
Ｌ
イ
ン
フ
ラ
７
号
合
同
会
社

代
表
社
員

Ｇ
Ｌ
イ
ン
フ
ラ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
７
号
一
般
社
団
法
人

職
務
執
行
者

小
口

裕
太

東
京
都
港
区
芝
大
門
二
丁
目
一
二
番
三
号
共
生
ビ

ル
二
号
館
七
階
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
会
計
事
務
所
内

（
乙
）
ソ
ー
ラ
ー
ヒ
マ
ワ
リ
合
同
会
社

代
表
社
員

ソ
ー
ラ
ー
ヒ
マ
ワ
リ
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
一
般
社
団
法
人

職
務
執
行
者

岡
田

育
大

吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
甲
は
乙
の
滋
賀
県
高
島
市

勝
野
字
大
芹
四
五
九
他
に
お
け
る
太
陽
光
発
電
事
業
及
び

滋
賀
県
高
島
市
勝
野
字
大
芹
五
四
二

一
他
に
お
け
る
太

陽
光
発
電
事
業
に
係
る
権
利
義
務
を
承
継
し
乙
は
そ
れ
を

承
継
さ
せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
会
社
分
割
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
二
十
九
日

東
京
都
港
区
赤
坂
二
丁
目
一
五
番
一
五

七
〇
三

号
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ｅ
Ｑ
内

（
甲
）
Ｇ
Ｌ
イ
ン
フ
ラ
７
号
合
同
会
社

代
表
社
員

Ｇ
Ｌ
イ
ン
フ
ラ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
７
号
一
般
社
団
法
人

職
務
執
行
者

小
口

裕
太

東
京
都
新
宿
区
四
谷
二
丁
目
九
番
地
一
五
東
京
ユ

ナ
イ
テ
ッ
ド
綜
合
事
務
所
内

（
乙
）
ブ
ル
ー
イ
ン
フ
ラ
２
１
号
合
同
会
社

代
表
社
員

ブ
ル
ー
イ
ン
フ
ラ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
２
１
号
一
般
社
団
法
人

職
務
執
行
者

池
田

卓
也

吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
甲
は
乙
の
長
崎
県
佐
世
保

市
世
知
原
町
中
通
九
八
他
に
お
け
る
太
陽
光
発
電
事
業
に

係
る
権
利
義
務
を
承
継
し
乙
は
そ
れ
を
承
継
さ
せ
る
こ
と

に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
会
社
分
割
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
二
十
九
日

東
京
都
港
区
赤
坂
二
丁
目
一
五
番
一
五

七
〇
三

号
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ｅ
Ｑ
内

（
甲
）
Ｇ
Ｌ
イ
ン
フ
ラ
７
号
合
同
会
社

代
表
社
員

Ｇ
Ｌ
イ
ン
フ
ラ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
７
号
一
般
社
団
法
人

職
務
執
行
者

小
口

裕
太

東
京
都
新
宿
区
四
谷
二
丁
目
九
番
地
一
五
東
京
ユ

ナ
イ
テ
ッ
ド
綜
合
事
務
所
内

（
乙
）
ブ
ル
ー
イ
ン
フ
ラ
２
１
号
合
同
会
社

代
表
社
員

ブ
ル
ー
イ
ン
フ
ラ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
２
１
号
一
般
社
団
法
人

職
務
執
行
者

池
田

卓
也

吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
甲
は
乙
の
三
重
県
伊
勢
市

前
山
町
字
井
戸
谷
八
五
四

一
他
に
お
け
る
太
陽
光
発
電

事
業
に
係
る
権
利
義
務
を
承
継
し
乙
は
そ
れ
を
承
継
さ
せ

る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
会
社
分
割
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
二
十
九
日

東
京
都
港
区
赤
坂
二
丁
目
一
五
番
一
五

七
〇
三

号
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ｅ
Ｑ
内

（
甲
）
Ｇ
Ｌ
イ
ン
フ
ラ
７
号
合
同
会
社

代
表
社
員

Ｇ
Ｌ
イ
ン
フ
ラ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
７
号
一
般
社
団
法
人

職
務
執
行
者

小
口

裕
太

東
京
都
港
区
芝
大
門
二
丁
目
一
二
番
三
号
共
生
ビ

ル
二
号
館
七
階
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
会
計
事
務
所
内

（
乙
）
ソ
ー
ラ
ー
リ
ブ
ラ
合
同
会
社

代
表
社
員

ソ
ー
ラ
ー
リ
ブ
ラ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
一
般
社
団
法
人職

務
執
行
者

岡
田

育
大

吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
甲
は
乙
の
京
都
府
亀
岡
市

宮
前
町
猪
倉
椿
原
九

一
他
に
お
け
る
太
陽
光
発
電
事
業

に
係
る
権
利
義
務
を
承
継
し
乙
は
そ
れ
を
承
継
さ
せ
る
こ

と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
会
社
分
割
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
二
十
九
日

東
京
都
港
区
赤
坂
二
丁
目
一
五
番
一
五

七
〇
三

号
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ｅ
Ｑ
内

（
甲
）
Ｇ
Ｌ
イ
ン
フ
ラ
７
号
合
同
会
社

代
表
社
員

Ｇ
Ｌ
イ
ン
フ
ラ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
７
号
一
般
社
団
法
人

職
務
執
行
者

小
口

裕
太

東
京
都
港
区
芝
大
門
二
丁
目
一
二
番
三
号
共
生
ビ

ル
二
号
館
七
階
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
会
計
事
務
所
内

（
乙
）
ソ
ー
ラ
ー
リ
ブ
ラ
合
同
会
社

代
表
社
員

ソ
ー
ラ
ー
リ
ブ
ラ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
一
般
社
団
法
人職

務
執
行
者

岡
田

育
大





令和年月日 木曜日 第号官 報
吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
甲
は
乙
の
長
野
県
上
伊
那

郡
中
川
村
片
桐
三
六
六
四
他
に
お
け
る
太
陽
光
発
電
事
業

に
係
る
権
利
義
務
を
承
継
し
乙
は
そ
れ
を
承
継
さ
せ
る
こ

と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
会
社
分
割
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
二
十
九
日

東
京
都
港
区
赤
坂
二
丁
目
一
五
番
一
五

七
〇
三

号
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ｅ
Ｑ
内

（
甲
）
Ｇ
Ｌ
イ
ン
フ
ラ
７
号
合
同
会
社

代
表
社
員

Ｇ
Ｌ
イ
ン
フ
ラ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
７
号
一
般
社
団
法
人

職
務
執
行
者

小
口

裕
太

東
京
都
港
区
芝
大
門
二
丁
目
一
二
番
三
号
共
生
ビ

ル
二
号
館
七
階
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
会
計
事
務
所
内

（
乙
）
ソ
ー
ラ
ー
リ
ブ
ラ
合
同
会
社

代
表
社
員

ソ
ー
ラ
ー
リ
ブ
ラ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
一
般
社
団
法
人職

務
執
行
者

岡
田

育
大

吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
甲
は
乙
の
岩
手
県
陸
前
高

田
市
横
田
町
字
舞
出
四
八

一
他
に
お
け
る
太
陽
光
発
電

事
業
に
係
る
権
利
義
務
を
承
継
し
乙
は
そ
れ
を
承
継
さ
せ

る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
会
社
分
割
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
二
十
九
日

東
京
都
港
区
赤
坂
二
丁
目
一
五
番
一
五

七
〇
三

号
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ｅ
Ｑ
内

（
甲
）
Ｇ
Ｌ
イ
ン
フ
ラ
７
号
合
同
会
社

代
表
社
員

Ｇ
Ｌ
イ
ン
フ
ラ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
７
号
一
般
社
団
法
人

職
務
執
行
者

小
口

裕
太

東
京
都
港
区
芝
大
門
二
丁
目
一
二
番
三
号
共
生
ビ

ル
二
号
館
七
階
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
会
計
事
務
所
内

（
乙
）
ソ
ー
ラ
ー
リ
ブ
ラ
合
同
会
社

代
表
社
員

ソ
ー
ラ
ー
リ
ブ
ラ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
一
般
社
団
法
人職

務
執
行
者

岡
田

育
大

吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
甲
は
乙
の
佐
賀
県
唐
津
市

肥
前
町
赤
坂
字
太
田
三
一
七

五
他
に
お
け
る
太
陽
光
発

電
事
業
に
係
る
権
利
義
務
を
承
継
し
乙
は
そ
れ
を
承
継
さ

せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
会
社
分
割
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
二
十
九
日

東
京
都
港
区
赤
坂
二
丁
目
一
五
番
一
五

七
〇
三

号
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ｅ
Ｑ
内

（
甲
）
Ｇ
Ｌ
イ
ン
フ
ラ
７
号
合
同
会
社

代
表
社
員

Ｇ
Ｌ
イ
ン
フ
ラ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
７
号
一
般
社
団
法
人

職
務
執
行
者

小
口

裕
太

東
京
都
港
区
芝
大
門
二
丁
目
一
二
番
三
号
共
生
ビ

ル
二
号
館
七
階
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
会
計
事
務
所
内

（
乙
）
ブ
ル
ー
イ
ン
フ
ラ
２
５
号
合
同
会
社

代
表
社
員

ブ
ル
ー
イ
ン
フ
ラ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
２
５
号
一
般
社
団
法
人

職
務
執
行
者

岡
田

育
大

吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
甲
は
乙
の
鹿
児
島
県
南
さ

つ
ま
市
加
世
田
武
田
字
狐
塚
一
一
九
三
五

一
他
に
お
け

る
太
陽
光
発
電
事
業
に
係
る
権
利
義
務
を
承
継
し
乙
は
そ

れ
を
承
継
さ
せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
会
社
分
割
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
二
十
九
日

東
京
都
港
区
赤
坂
二
丁
目
一
五
番
一
五

七
〇
三

号
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ｅ
Ｑ
内

（
甲
）
Ｇ
Ｌ
イ
ン
フ
ラ
７
号
合
同
会
社

代
表
社
員

Ｇ
Ｌ
イ
ン
フ
ラ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
７
号
一
般
社
団
法
人

職
務
執
行
者

小
口

裕
太

東
京
都
港
区
芝
大
門
二
丁
目
一
二
番
三
号
共
生
ビ

ル
二
号
館
七
階
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
会
計
事
務
所
内

（
乙
）
ブ
ル
ー
イ
ン
フ
ラ
２
５
号
合
同
会
社

代
表
社
員

ブ
ル
ー
イ
ン
フ
ラ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
２
５
号
一
般
社
団
法
人

職
務
執
行
者

岡
田

育
大

吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
甲
は
乙
の
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス

事
業
に
関
す
る
権
利
義
務
を
承
継
し
乙
は
そ
れ
を
承
継
さ

せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
二
月
一
日
で
あ
り
、
甲
の

総
社
員
の
同
意
及
び
乙
の
株
主
総
会
の
承
認
決
議
は
令
和

八
年
十
一
月
九
日
に
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
乙
の
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と

お
り
で
す
。

（
乙
）
掲
載

日
刊
工
業
新
聞

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
十
月
二
十
九
日

掲
載
頁

二
頁

令
和
八
年
十
月
二
十
九
日

東
京
都
港
区
高
輪
二
丁
目
二
一
番
一
号

（
甲
）
２
２
世
紀
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
合
同
会
社

代
表
社
員

清
水

正
大

東
京
都
目
黒
区
下
目
黒
一
丁
目
八
番
一
号

（
乙
）
株
式
会
社
Ｚ
Ｅ
Ａ
Ｌ
Ｓ

代
表
取
締
役

清
水

正
大

組
織
変
更
公
告

当
法
人
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た

し
ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
の
貸
借
対
照
表
は
、
当
法
人
の
主
た
る
事

務
所
に
掲
示
し
て
お
り
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
九
日

茨
城
県
稲
敷
市
清
久
島
二
二
六
番
地
三

農
事
組
合
法
人
東
町
自
然
有
機
農
法

理
事

大
野

満
雄

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
二
十
九
日

群
馬
県
前
橋
市
富
田
町
七
五
八

一
二

合
同
会
社
Ｓ
Ｋ
Ｙ

Ｔ
Ｒ
Ｉ
Ｐ

代
表
社
員

糸
井

琢
弥

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
二
月
二
日
で
あ
り
、
組
織

変
更
後
の
商
号
は
株
式
会
社
軽
将
と
し
ま
す
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
二
十
九
日

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
南
区
大
字
広
ケ
谷
戸
三
八
八

番
地
三

合
同
会
社
軽
将

代
表
社
員

土
橋

康
矢

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
二
十
九
日

東
京
都
荒
川
区
東
尾
久
二

四
四

一
五
マ
ー
シ

ス
マ
ル
ル
四
〇
五

Ａ
ｒ
ｃ
ｆ
ｏ
ｒ
ｃ
ｅ
合
同
会
社

代
表
社
員

安
藤

雅
浩

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
二
十
九
日

東
京
都
大
田
区
東
六
郷
一
丁
目
一

一

二
〇
四

合
同
会
社
ｍ
ｏ
ｏ
ｎ

代
表
社
員

齋
藤

香
里

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
二
月
一
日
で
あ
り
、
組
織

変
更
後
の
商
号
は
株
式
会
社
Ｓ
ｔ
ｒ
ｉ
ａ
と
し
ま
す
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
二
十
九
日

京
都
市
下
京
区
大
黒
町
二
二
七
番
地
第
２
キ
ョ
ー

ト
ビ
ル
四
〇
二

合
同
会
社
Ｓ
ｔ
ｒ
ｉ
ａ

代
表
社
員

雪
竹

皓

組
織
変
更
公
告

当
会
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た

し
ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
二
十
九
日

沖
縄
県
う
る
ま
市
安
慶
名
三
丁
目
二
八
番
三
二
号

合
同
会
社
Ｆ
Ｒ
Ｅ
Ｃ

代
表
社
員

伊
禮

武
志

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
金
七
千
万
円
減
少
す
る
こ
と

に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
十
月
十
六
日

掲
載
頁

八
十
八
頁
（
号
外
第
二
二
七
号
）

令
和
八
年
十
月
二
十
九
日

千
葉
県
印
西
市
若
萩
一
丁
目
二
番
地
二

高
秀
建
設
株
式
会
社

代
表
取
締
役

髙
橋

弘
樹





正

誤

ペ
ー
ジ
段

行

誤

正

（
原
稿
誤
り
）

八
四

第
十
一
条

表
中
改
正

後
欄
終
り
か
ら五


第
百
九
十
三
号
第
百
九
十
五
号

八
五

第
十
一
条

表
中
改
正

後
欄

〃

令和年月日 木曜日 第号官 報
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
一
万
円
減
少
す
る
こ
と
に
い

た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
十
月
二
十
六
日

掲
載
頁

七
十
一
頁
（
号
外
第
二
三
四
号
）

令
和
八
年
十
月
二
十
九
日

大
阪
市
阿
倍
野
区
西
田
辺
町
二
丁
目
二
番
九
号

ハ
ネ
ツ
ク
株
式
会
社

代
表
取
締
役

廣
瀬

重
治

準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
準
備
金
の
額
を
十
六
億
円
減
少
す
る
こ

と
に
い
た
し
ま
し
た
。

株
主
総
会
の
決
議
は
令
和
八
年
十
一
月
九
日
に
予
定
し

て
お
り
ま
す
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

日
刊
工
業
新
聞

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
十
月
二
十
九
日

掲
載
頁

二
頁

令
和
八
年
十
月
二
十
九
日

東
京
都
目
黒
区
下
目
黒
一
丁
目
八
番
一
号

株
式
会
社
Ｚ
Ｅ
Ａ
Ｌ
Ｓ

代
表
取
締
役

清
水

正
大

資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
七
億
五
千
九
百
二
十
五
万
三

千
二
百
六
十
一
円
減
少
し
一
億
円
と
、
資
本
準
備
金
の
額

を
七
億
五
千
九
百
二
十
五
万
三
千
二
百
六
十
一
円
減
少
し

〇
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
二
月
一
日
で
す
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

h
ttp
s://k
.secu

re.freee.co
.jp
/co
m
p
a
n
ies/

1142064/a
n
n
o
u
n
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令
和
八
年
十
月
二
十
九
日

東
京
都
港
区
芝
三
丁
目
四
番
一
二
号
ア
パ
三
田
芝

公
園
駅
前
ビ
ル
六
階Ｈ

Ｒ
プ
ロ
ビ
ジ
ョ
ン
株
式
会
社

代
表
取
締
役

奥
野

裕
嗣

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
二
月
一
日
付
で
株
券
を
発
行
す

る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た

の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
九
日

東
京
都
中
央
区
八
重
洲
二
丁
目
一
一
番
二
号

城
戸
施
設
株
式
会
社

代
表
取
締
役

城
戸

惠
子

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
二
月
一
日
付
で
株
券
を
発
行
す

る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た

の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
九
日

東
京
都
中
央
区
八
重
洲
二
丁
目
一
一
番
二
号

新
相
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

城
戸

康
行

外
国
会
社
の
全
て
の
日
本
に
お
け
る
代
表
者
の
退
任
公
告

当
社
の
全
て
の
日
本
に
お
け
る
代
表
者
で
あ
る
ボ
ー

ダ
ー
・
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
レ
ネ
が
退
任
す
る
こ
と
に
対
し

異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇

月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
二
十
九
日

東
京
都
渋
谷
区
神
宮
前
三
丁
目
一
番
二
九
号

オ
ー
ク
ウ
ッ
ド
・
プ
ロ
パ
テ
ィ
ー
・
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
・
エ
ル
エ
ル
シ
ー

日
本
に
お
け
る
代
表
者

ボ
ー
ダ
ー
・
ク
リ

ス
チ
ャ
ン
・
レ
ネ

優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
優
先
資
本
金
の
額
を
八
千
万
円
減
少
す
る
こ

と
に
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債

権
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申

し
出
下
さ
い
。
な
お
、
当
社
の
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示

状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

h
ttp
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令
和
八
年
十
月
二
十
九
日

東
京
都
港
区
赤
坂
二
丁
目
一
〇
番
五
号
デ
ロ
イ
ト

ト
ー
マ
ツ
赤
坂
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
株
式
会
社

内

Ｇ
Ｒ
Ｅ
Ｆ

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
２
特
定
目
的
会
社

取
締
役

上
田

新

債
権
申
出
の
公
告
（
第
二
回
）

当
社
規
約
型
企
業
年
金
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
に

確
定
給
付
企
業
年
金
法
第
八
十
三
条
第
一
項
第
一
号
に
該

当
し
た
こ
と
に
よ
り
終
了
し
た
の
で
、
当
社
規
約
型
企
業

年
金
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、
第
一
回
公
告
掲
載
（
令
和

八
年
十
月
二
十
二
日
）
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申

し
出
下
さ
い
。
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清

算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
九
日

東
京
都
八
王
子
市
滝
山
町
二
丁
目
三
五
一
番
地

株
式
会
社
ス
ー
パ
ー
ア
ル
プ
ス

規
約
型
確
定
給
付
企
業
年
金
清
算
人

榎
本
太
一
郎

訂
正
公
告

令
和
八
年
九
月
十
八
日
掲
載
の
資
本
金
の
額
の
減
少
公

告
中
、「
オ
ー
ガ
ル
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ツ
合
同
会
社
」
と

あ
る
は
「
オ
ガ
ー
ル
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ツ
合
同
会
社
」

の
誤
り
に
つ
き
訂
正
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
九
日

岩
手
県
紫
波
郡
紫
波
町
桜
町
二
丁
目
五
番
地
一
〇

オ
ガ
ー
ル
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ツ
合
同
会
社

代
表
社
員

岡
崎

正
信

取
消
公
告

令
和
八
年
十
月
二
十
日
（
号
外
第
二
三
〇
号
）
掲
載
の

合
併
公
告
及
び
決
算
公
告
（
枠
組
）
中
、
合
併
公
告
の
み

取
消
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
九
日

岐
阜
県
高
山
市
西
之
一
色
町
二
丁
目
五
〇
番
地

（
甲
）
株
式
会
社
村
尾
製
材
所

代
表
取
締
役

宮
田

力

岐
阜
県
高
山
市
西
之
一
色
町
二
丁
目
五
〇
番
地

（
乙
）
富
山
建
材
株
式
会
社

代
表
取
締
役

宮
田

力

令
和
元
年
六
月
二
十
一
日
（
号
外
第
四
十
四
号
）
国
土

交
通
省
告
示
第
二
百
号
（
地
階
を
除
く
階
数
が
十
一
以
上

で
あ
る
建
築
物
の
屋
上
に
設
け
る
冷
却
塔
設
備
の
防
火
上

支
障
の
な
い
構
造
方
法
、
建
築
物
の
他
の
部
分
ま
で
の
距

離
及
び
建
築
物
の
他
の
部
分
の
温
度
を
定
め
る
件
等
の
一

部
を
改
正
す
る
告
示
）

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
一
億
七
千
万
円
減
少
す
る
こ

と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
当
社
に
は
確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま

せ
ん
。

令
和
八
年
十
月
二
十
九
日

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
二
丁
目
二
番
一
号

株
式
会
社
Ｔ
ｅ
ｌ
ｌ
ｕ
ｓ

Ｇ
ｌ
ｏ
ｂ
ａ
ｌ

代
表
取
締
役

山
﨑

秀
人
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